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【要 約】 
 本稿は，幼児とその母親との関わりについて，日頃感じていることを述べたものである。特に，母
親の“悩み”について，そのような“悩み”が生まれてくる背景を考え，母親と幼児とが楽しく過ご
せることが，幼児の発達にとっても大事なことであろうと締めくくった。 
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はじめに 
 いきなり私事で恐縮だが，数年前，ある電話が自宅にかかってきたことがある。こども用の
英語の教材か塾かのセールスだった。当時，こどもは小学校高学年だったが，「英語の勉強など
はしているか」との問に「何もしていない」と答えた筆者に対して，そのセールスマンの言っ
た言葉は「え〜！ 手遅れですよ！」 「そうですか」と言って，電話を切った。後日，あると
ころでこの話をしたところ，既にお子さんが成人している“お母さん”が，「うちにも来たわよ
〜」と話し，昔から同じようなことがあるのだということや，そのセールスのやり方について
の話になった。 
 その場でも話題になったのだが，「手遅れ」だと言われて動揺しない親がいるだろうか。筆者
の場合は，たまたま自分が多少の関心と知識を持っている分野であったため，「不要である」と
言い切れたのだが，これが，まったく不案内な分野，自分が苦手としている分野，さらに言え
ば「我が子にはこんな苦労はさせたくない」と思っているような分野であったならば，おそら
く平静ではいられなかっただろう。 
 多くの親は，子の幸せを望む。こどもが（将来）困らないように，よかれと思って（本当に
よいかどうかは別問題だが），さまざまなことを「こどものために」行う。その親心につけ込み，
不安を煽るようなセールスの仕方には憤りを感じる。しかし同時に，そのようなセールストー
クに踊らされてしまう親がいることも確かであろう（だから，「手遅れですよ！」という言葉が
使われるのであろう）。 
 以下では，筆者の見聞した狭い範囲ではあるが，幼児を持つ親（主に母親）の悩みや不安，
子への思いについて，日頃感じていることを述べたいと思う。 
 
「安心よりも不安をください」 
 これは，ある本にあった言葉である（小西，2003）。小児科医である著者は，こどものことで
相談に来た母親の中には，「気にしなくて大丈夫ですよ」と言われると，安堵するどころか不満
そうだったり不信感を持ったりする人がいるということを感じており，それを上記の言葉で表
している。 
 こどものことで気になることがあり，幼稚園や保育所の先生に相談したところ，「その年齢の
こどもにはよくあることですよ。もう少し見てみましょう」と言われたがやっぱり心配だ，先
生はうちの子をちゃんと見ていてくれているのかしら――このような母親の話を，筆者自身も
聞いたことがある。「よくあること」と言われても，今現在のこどもの様子が「私には」気にか
かる。本当に「よくあること」なのか，うちの子はおかしくないのか，もしかしたら私のこど
もへの接し方に問題があるのではないのか。そのようなことを考えてしまうらしい。おそらく，
「そうですね，少し心配ですね。もしかしたらお母さんの愛情不足（あるいはストレス，ある
いはテレビの影響，あるいは……）ではないでしょうか」と言われたならば，小西も言うよう
に，この母親はある意味で安心するのだろう。同時に，新しい悩みも発生するのだろうが。 
 今は，子育てに関する情報が，容易に手に入れられる時代である。子育てに関する雑誌や書
籍，インターネット，あるいは“ママ友”から，「〜したほうがよい」「〜するのはよくない」
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といった類のことが知らされる。また，虐待などこどもに関わる報道も繰り返されている。こ
どもが事件を起こしたときには，「家庭環境が……」「親が……」と語られる。このような中で，
以前は一部の人にしか知られていなかった「虐待」「トラウマ」「ＰＴＳＤ」「発達障害」といっ
た用語が身近なものとなった。先の「手遅れ」という言葉も，「臨界期」と呼ばれるものが広く
知られるようになったためであろう。 
 確かに，知識は大切である。例えば，「虫歯菌は（おとなから）移る」ということを知れば，
こどもになるべく虫歯菌を移さないように周りのおとなは気をつけることができる。しかし，
「話すときに唾液が飛ぶので，赤ちゃんに話しかけない」となると，知識を持ったことによっ
て歪な子育てを行うことになる（親子のコミュニケーションよりも虫歯菌を移さないことが大
事であると考えるのならば別だが）。さすがに，「話すときに唾液が飛ぶので，赤ちゃんに話し
かけない」というのはインターネットの掲示板でも見たことはない（「話しかけたときに飛んだ
唾液でも虫歯菌に感染するのか」という相談はあるようだ）が，「親が怒るとこどものトラウマ
になるから怒らない」というのは，何回か読んだことがある。知識を持ったがために，あるい
は，知識を持てば持つほど，母親は不安に駆られ，その不安を解消するためにさらに情報を求
める。「大丈夫ですよ」という言葉は不安を解消するためには役に立たず，それよりも，原因と
対策を示して欲しい。まさに，「安心よりも不安をください」である。 
 もっとも，こうした“知識”や“用語”が一人歩きしているのを黙認している（ようにみえ
る）“専門家”の責任は大きいだろう。 
 
誰のために「叱る」のか 
 上で，「こどものトラウマになるから怒らない」という母親の言葉を引いたが，「こどもの自
主性，自尊感情を育てるために叱らないようにしている」という母親もいるようである。「乳幼
児であっても，理屈を解き諭していけば理解できる」と考える母親もいる。どちらにも一理あ
るように思える。叱ったり制止したりすることで，こどもの自主性や自尊感情を損ねることも
あるだろうし，小さなこどもにも「なぜいけないのか」を伝えていかなければならないだろう。
問題は，その「やり方」ではないか。 
 ある親子についてである。こどもが幼稚園年中児のころから，ある親子の集まりに参加し始
めたのだが，このこどもは，遊びなどで自分の思うようにならなかったりすると，癇癪を起こ
し，最後には大泣きするということがよくあった。程度の差はあれ，このくらいのこどもには，
よく見られることであろう。そういったとき母親は，こどもに相対し，肩に手を置き，何がい
けないのか，どうすればいいのかを，懇々と，冷静に説くのである。しかし，訳がわからなく
なっている（ようにみえる）こどもは収まらず，さらにひどく泣き続ける。最後には，その集
まりのスタッフが助け船を出すことになる。少なくとも筆者は，その母親が声を荒げたのを聞
いたことがない。同時に，こどもを落ち着かせるために例えば抱っこするという姿もみたこと
がない。この母親が，どのような思いでそのような対応をしているのかを知る機会はなかった
が，おそらく，母親なりに考えた上でのことだろう。集まりに参加し始めてからしばらく経つ
が，こどもも母親も，何となく他の親子とうまくうち解けられていないように見受けられる。 
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 幼児期は，自己主張と自己統制ができるようになっていく時期である。一般に，自己主張が
先に，急速に発達し，自己統制はゆっくりとできるようになるといわれている。道徳や思いや
りも，ないわけではないが，まだまだ素朴なものである。言葉も上手に扱えないことも加わっ
て，つい手が出てしまうということはありがちである。他人に（おとなからみると）意地悪を
したり，（やはりおとなからみると）自分勝手にふるまったりすることもある。こうしたことは，
幼児期の特性からみると当然のことであり，さまざまな経験を通して，少しずつ身につけてい
くものである。例えば，何をして遊ぶかを巡るお友達とのいざこざ，その中でつい相手を叩い
てしまったら相手が泣いた，叩き返された，「叩かれると痛いのよ」とおとなから言われた，あ
るいは叩いたことを叱られた……。こうした中で，自分と相手とは思っていることが違うこと，
それをうまくすりあわせていかなければならないこと，相手の立場に立って考えるということ，
自分の考えを主張するための方法などを学んでいく。 
 忘れられない出来事がある。とある公園で，小さなこどもたち（未就園児であろう）が遊ん
でいるのを眺めていた。そのうち，こども同士のいざこざがおきた。おもちゃを貸す・貸さな
いということが発端のようであった。母親たちも，それぞれ自分のこどもに何か話している。
そのうち，1 人の母親が半ば泣きながら言った。「どうしてお友達におもちゃを貸せないの？ 
意地悪だ。情けない。こんな子になってしまって……。そんなふうに育てた覚えはない！」他
の母親たちがまあまあと宥めてその場は何となく収まり，こどもたちはまた一緒に遊びはじめ
た。 
 この母親の言葉に衝撃を受けた。３歳になるかならないか（にみえた）の我が子に対して，
「意地悪」「情けない」「こんな子」「なってしまった」とは，と。上で述べたようなこどもの発
達の道筋を知らなかったとしても，「まだ小さいから」とは思わないのだろうか，と。 
 しかしながら，その後，いろいろなお母さん方と話す機会を得，また，掲示板等での悩み相
談などを見るようになり，少し考えが変わった。先のお母さんは，その場にいた他の母親たち
のために，ひいては自分のために，強い言葉でこどもを叱ったということもあるのではないか
と思ったのである。 
 「叱らない」親に対して，同じ親からの風当たりは強いものがある。こどもが何かしてしま
ったときに，こども本人に対しては「こどものすることだから」と思えても，そこで我が子に
何も注意しない，叱らない親に対しては腹が立つという意見のなんと多いことか。そして，そ
のようなことが繰り返されるうちに，こどものこともだんだんと疎ましく思い（こどもの行動
は改まらない訳であるから），一緒に遊ぶというような状況を避けるようになっていく。こども
たちだけでは遊べない幼児期においては，親同士の関係というのが，直接的にこども同士の関
係へ響くのだろう。こどもが“いけないこと”をしてしまったときに，こどもにそれを教える
ためにはもちろんであるが，周りの人達へみせるため，さらに言えば「よい母親」アピールの
ために叱っているという部分もあるのではないだろうか。だとすれば，親にとってもこどもに
とっても，窮屈なことであるように思う。 
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這えば立て，立てば歩めの親心 
 こどもの成長は，親にとってうれしいものである。昨日まではできなかったことができるよ
うになる。初めて寝返りした，這った，立った，歩いた，喋った……。時には，「我が子は天才
か」と思うこともあるだろう。それほど，こどもの発達はめざましい。特に最初の数年間は，
ものすごい勢いでできることが増えていく。 
 そうした中で，こどもに「できない」ことがあれば，それは親の心配の種となる。いつでき
るようになるかということが，親の関心の中心となる。多くの場合，いつかはできるようにな
るのだが，「今」できない，ということが，親を悩ませる。特に，周りに小さなこどもがいた場
合，「同じ月齢のあの子はできるのに，うちの子はできない」「あの子は○ヶ月でできたのに，
うちの子はできない」と比べてしまったり，時には他のおとなから言われたりもする。 
 最近みたインターネット上での子育て相談で，「出来の悪い子」という表現があった。悩みを
投稿しているのは，２歳前の男の子の母親である。つまり，母親が自分の息子に対して「出来
の悪い子」と言っている。相談内容を読むと，確かに発達が少しゆっくりのようでもある。い
わゆる「育てにくい子」のようにも感じられる。母親は，こどもとよく関わり，こどもの欲求
を満たし，タイミングを見計らって新しいことに促そうとしたりしているようなのだが，少し
疲れてしまったのだろうことが伝わってくる。愚痴も交えながら，こどものいいところ，かわ
いらしいところも書かれている。それでもやはり，幼いこどもに対して「出来の悪い」という
言葉が使われていることに対して，驚いた気持ちは変わらなかった。 
 
「出来がよい」とは何だろうか。 
 少々話が飛躍するが，幼児期の習い事についての調査がある（清水，2005）。こどもを習い事
に通わせている親と，大学生とが対象である。大学生については，自分が幼児期に行っていた
習い事について思い出してもらうという形である。その結果の一部を見ると（すべて複数回答
可），親が習い事に期待しているのは「能力が身につく」が約８割と圧倒的に多い。また，習い
事によるこどものよい変化としては「能力が身についた」が約４割で 1 位であった。習い事の
選択理由については「こどもが習いたがった」が約８割でこれも他を引き離している。つまり，
親は，こどもが希望したからその習い事をはじめさせ，習い事に期待しているのはこどもに能
力がつくこと，そして実際にそれがある程度叶ったと考えているといえよう。一方で，昔こど
もだった大学生は，習い事を始めたきっかけ，選択理由は「親に勧められた」「自分が習いたか
った」が同数で約６割，習い事をしてよかったこととしては「能力が身につく」約６割，「上達
することが楽しい」「将来の役に立つ」「楽しい」がそれぞれ約５割であった。ここで，親と子
との間に認識の差があることが興味深い。習い事の選択理由として，親は「こどもの希望」で
あると考えているが，子は「親の勧め」がかなり強かったと感じているようである。こどもが
親の希望や思いを察知しているのを，親はこどもが望んだと思うのではないだろうか。「やりた
い？」と尋ねてこどもが「うん」と答えれば，親は「こどもがやりたがった」と思うだろう。
なお，習い事の指導者への聞き取りでは，「親がこどもとの遊び方がわからないから，こどもに
暇な時間を作らないように，空いている時間を埋めるように習い事をさせる」場合もあるそう
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である。このような理由での習い事は，筆者も何度か聞いたことがある。 
 一方で，習い事に期待すること，習い事で得られたことについては，親子ともに「能力が身
につく」と考えている。ここでいう「能力」とは何かについては明確にされていないが，例え
ば，ピアノという習い事をするに当たって期待する，あるいは得られた能力とは「ピアノが弾
けるようになること」であろうか。だとするならば，「できるようになる」ために習い事をする
のだといえよう。 
 筆者らは，乳児を持つ母親に対して，絵本の読み聞かせに対する考え方，絵本や子育てに関
する環境などに関する調査を行った（藪中・吉田，2009）。その中で，母親が考える絵本の読み
聞かせの意義（３つまで選択）は，「知性・文字」（知性が育つ，文字を覚えるなど）「空想・絆」
（空想したり夢を持ったりできる，親子の絆が深まるなど）「聴く」（人の話が聞ける）「本好
き」（本好きになる）の４つの内容にわけられた。このうち最も多いのは，「空想・絆」であっ
た。また，「知性・文字」を重視している母親も一定数いた。 
 絵本の読み聞かせについては，筆者らのグループは，縦断的研究を行っている。研究開始時
には０歳児であった協力家庭のこどもたちも，もうすぐ小学生である（月齢の関係で，既に小
学１年生のこどももいる）。月に１度のペースで観察等を続けているが，おしゃべりや，絵本日
記へ記入したことなどの中からみえてくる，母親達の絵本に対する意見や感想は，興味深いも
のである。こどもが幼稚園に上がる前は，絵本に対するこどもの反応や母親の感想とあわせて，
「歯磨きをするようになる絵本があったらいいな」のようなものがあった。絵本で躾をしよう
と考えていたのであろう。また，読み聞かせをしながら，さまざまなことを教えようとしてい
る様子も見られた。最近は，「こどもも字が読めるようになったので，もう自分で読んでもらう
ようにしたい，読み聞かせは“卒業”だ」という声が，しばしば聞かれる。そのたびに筆者ら
は「字が読めることと本が読めることは別物，自分で読むことと人に読んでもらうことは違う」
ということを言うのだが，母親たちには「字が読めるようになったのだから」という意識が根
強くあるように感じる。こうしたことは，上の調査結果とは異なる。こどもの年齢が違うとい
うこともあるのだろうが，「できるようになること」が，親子で一緒に絵本を読むということに
さえも求められているように思われる。 
 
「子どもの価値」 
 いつの頃からだろう，こどもは「授かる」ものではなく「つくる」ものになった。そして，
こどもは「育つ」ものではなく「育てる」ものになった。日常生活の中で，そのような言葉が
ごく普通に用いられているということは，人々の意識がそのようになっているということだろ
う（現に，本稿でもここまで「子育て」という言葉を使ってきている）。 
 そのような社会の中で，「子どもの価値」が変わってきていると指摘したのは柏木（2001）で
ある。柏木は，こどもを産む（ここでも「生まれる」ではなく「産む」である）理由，すなわ
ちこどもの価値について，大規模な調査によって丹念に検討している。ここではそのうち，特
に本稿と関係があると思われる点をいくつかを述べる。なお，「子どもの価値」は大きく，「経
済的・実用的価値」と「精神的価値」に分けられ，日本では「精神的価値」に重きが置かれて
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いる。「精神的価値」はさらに「情緒的価値」（「家庭がにぎやかになる」など）「社会的価値」
（「次世代をつくるのは人としてのつとめ」など）「個人的価値」（「子育ては生き甲斐になる」
など）に分類されている。 
 「つくる」時代になったことにより，親の心理が変わったという。こどもが親の選択の対象
となったことにより，こどもをもつことのデメリットが意識されるようになった。また，こど
もの教育への関心が強くなり，先に「こどもにしてやりたいこと」があり，それが可能なよう
に，こどもをもつ時期や人数を決めるようになったという。こどもを産まない理由（デメリッ
ト）として，「経済的理由」がよくあげられるが，これは，「食べていけない」ということでは
なく，「（親が）望むだけの教育を受けさせられない」ということになる。そうした中で，「こど
もが自分にとってもたらす価値」と「自分の生活がマイナスにならないような条件」とを検討
した上で，こどもを産む／産まないの選択するようになった。 
 こうした母親の変化の背景として，「女の一生」が変わったことがあげられている。こどもが
成人し独立した後も，女性の人生は続く。「空の巣症候群」という言葉を一時よく耳にしたが，
母親としてだけ生きていると，こどもが巣立った後，どうすればいいのかわからない。そうな
らないために，子育て中から「個人としての自己」を大切にしたい。このような思いが，「自分
の時間がない」「やりたいことをやれない」という母親の不満，育児不安につながっているとい
う。 
 そして最後に柏木は，「『精神的価値』としてのこどもは幸せか？」と重い問を投げかけてい
る。 
 柏木の考察は，筆者が見聞きした母親や母親予備軍の声とも合致する。例えば，「経済的理由」
に関して，「十分な教育を与えられないのなら，こどもをもつ（あるいはこれ以上もつ）ことに
は慎重になったほうがよい」「こどもができたら，あれをさせたい，これをさせたい」といった
ことは，よく耳にする。母親の不満や育児不安についても同様である。少し付け加えるならば，
「こどもが思うようにならない」という悩みもよく聞くものである。これまでは，仕事であれ
勉強であれスポーツであれ，自分の努力には結果がついてきた。しかし，子育てについては，
いくらがんばっても思うような結果にならない。誰も評価してくれない。さらには，毎日同じ
ようなことの繰り返し，いつ終わるともしれない（ように思える）。「育児は育自」とはよく目
にする言葉ではあるが，そうでも思わないとやってられないのかもしれない。日本の母親は，
他国の母親と比べて「子育てが楽しい」と答える率が低いというデータもある。 
 このような状況の中で，「よい母親」であろうとした結果が，ここまで述べてきたようなこと
を生み出す一因なのではないかと思う。「よい母親」であろうとして，「大丈夫ですよ」の言葉
に安心せずよりよい子育てを目指す。「よい母親」であろうとして，こどもを叱る（きちんと躾
ができる），あるいは叱らない（こどもの気持ちに寄り添う）。こどもの出来がよければ，母親
も評価される。もちろん，こどもの希望を聞いた上でだ。 
 少し意地の悪い書き方になってしまったが，母親の心の中に，このような気持ちがあるので
はないかと思われるのだ。以前，大きな少年事件が続き，おとなたちが震撼したことがあった。
この時，事件そのものも衝撃ではあったが，母親たちが「我が子を加害者にしないために」と
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考えたことも，筆者には大きな驚きであった。子育ての“成功”はわかりにくいが，“失敗”は
わかりやすい。こどもが何か“問題”（それが発達上必要なことであったとしても）を起こすた
びに突きつけられる。 
 もちろん母親は，「よかれと思って」「我が子のために」いろいろなことを考え，実行する。
こどもがつらい思いをしないように，幸せになるように，先回りをし，お膳立てをする。危険
なものからは遠ざけ（筆者は，ある種の植物にかぶれる虞があり，こどもの時から両親に「こ
ちらへ来るな」といわれていた。現在，自分にとって危険かもしれないその植物の見分けがつ
かない），好ましいものには近づけようとする。こうして，母親の考える通りに育った「いい子」
は，幸せなのだろうか。柏木の問が思い出される。 
 
おわりに 
 「指示待ち人間」「マニュアル人間」といわれ出したのは，いつの頃からだろうか。こどもに
やる気がみられないといわれ出したのはいつの頃からだろうか。「最近の若者は……」というの
は，太古からの決まり文句であるが，もし本当に今の若者やこどもたちがその言葉通りである
ならば，それはその若者やこどもたちを育てた人たちの責ではないだろうか（筆者は「共通一
次世代」と呼ばれた年代に属するが，「共通一次試験をつくったのは私たちではない」と思って
いた）。こどもを育てるのは母親のみではないが，現実の話として，こどもと一番接するのは母
親である。しかしその母親も，深い迷いの中にあるようにみえる。「母親が悪い」というのは簡
単だが，それで済む話ではなかろう。それを言い出すと，「その母親を育てたのは……」となり，
きりがない。それよりも，母親が楽しくこどもと過ごせるような状況をつくるには，何がどの
ように変わればいいのか，それを考えた方がよい。まずは「母親なんだから」という言葉をな
くしてみるのはどうだろうか。 
 幼児期に必要なのは，自分の好奇心を大事にし，さまざまな体験をすることであると思う。
高い山は広い裾野をもっている。その裾野をひろげるときに，お母さんが一緒であれば，それ
はより豊かなものになるであろう。 
 
追記）本文中の事例は，趣旨を損ねない程度に脚色したり，いくつかの事例を組み合わせたり
したものであり，実在の特定の親子についてのものではない。 
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